
５．対策施設効果の仕組み
（１）砂防堰堤の役割

❶流れ出てくる土砂や流木を受け止めます。

砂防堰堤には，透過型と不透過型があり，図A～Cのように働いて流れ出てくる土砂や流木を受け止めます。

土石流や流木などによる被害を防ぎます。

図Ａ 透過型砂防堰堤が土石流をとらえる働き

❷縦断勾配を緩やかにし，土砂のスピードを抑えて，河岸の侵食や山の崩壊を抑制します。

水の勢いで河岸が侵食される。

削られる範囲が広くなると
山すそが不安定になり，
山が崩れやすくなる。

断面図

①土砂がたまり，元の川幅より
広い河川敷地が生まれる。

断面図

②河岸が侵食されにくく
なり，山の崩落を防ぐ。

砂防堰堤がないと・・・砂防堰堤がないと・・・ 砂防堰堤があると・・・砂防堰堤があると・・・
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図Ｃ 不透過型砂防堰堤が土砂の流れを調節する働き

図Ｂ 不透過型砂防堰堤が土石流をとらえる働き
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（３）地すべり対策施設の役割
地盤が動かないように杭を打ったり，地すべりの原因となる地下水を取り除いたりする施設です。

集水井・排水トンネル
深いところにある地中の水を集めて川
などに流し，地下水位を下げます。

水路工
雨水などが地面にしみ
こまないようにします。

排土工
重い土の固まりを
取り除きます。

すべり面
粘土層を境にして，ここから上
の土の固まりを動かします。

（２）急傾斜地崩壊対策施設の役割

急な斜面などの崩れによる被害を防ぐために，斜面を法枠工で覆ったり，崩れた土砂を受
け止める擁壁工等を設置します。

アンカー工
法枠を地中深くの固い地盤に金具（鋼材）
でつないで，斜面を強くします。

法枠工の施工例

法枠工
崩れそうな土砂を取り
除いた斜面をコンクリ
ートの枠でおさえて強
くします。

擁壁工
コンクリートの壁で崩れ
た土砂を受けとめます。

抑制工（排土工，集水井工等）
及び抑止工（アンカー工等）
の施工例

杭工
杭をすべり面の下まで深く打ち込んで，
土の固まりが動かないようにします。


